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はじめに
医療の高度化、在院日数の短縮化、医療に対する国民ニーズの変化などを背景に、臨床現場で必要と

される臨床実践能力は複雑多様化しています。また、平成21年7月の「保健師助産師看護師法及び看護
師等の人材確保の促進に関する法律」の改正により、新たに業務に従事する看護職員の臨床研修などが
平成22年4月から努力義務化されました。

これらを踏まえて、本ガイドラインは、新人看護職員が基本的な臨床実践能力を獲得するため、医療
機関等の機能や規模にかかわらず、新人看護職員を迎えるすべての医療機関等で新人看護職員研修が実
施される体制の整備を目指して作成されたものです。

以下に新人看護職員研修ガイドラインのポイントを説明します。

新人看護職員研修の理念

①看護は人間の生命に深く関わる職業であり、患者の生命、人格及び人権を尊重することを基本とし、
生涯にわたって研鑽されるべきものである。新人看護職員研修は、看護実践の基礎を形成するものと
して、重要な意義を有する。

②新人看護職員を支えるためには、周囲のスタッフだけではなく、全職員が新人看護職員に関心を持
ち、皆で育てるという組織文化の醸成が重要である。この新人看護職員研修ガイドラインでは、新人
看護職員を支援し、周りの全職員が共に支え合い、成長することを目指す。

新人看護職員の研修内容と到達目標

【臨床実践能力の構造】

厚生労働省では、新人看護職員研修ガイドラインに基づいた新人看護職員研修の普及を推進してい
ます。新人看護職員研修に関する情報は、厚生労働省ホームページをご覧ください。
（新人看護職員研修ガイドライン） http://www.mhlw.go.jp/bunya/iryou/oshirase/100210.html

新人看護職員研修ガイドライン

看護技術を支える要素
１　医療安全の確保
①安全確保対策の適用の判断と
実施
②事故防止に向けた、チーム医療
に必要なコミュニケーション
③適切な感染管理に基づいた感
染防止

２　患者及び家族への説明と助言
①看護ケアに関する患者への十
分な説明と患者の選択を支援
するための働きかけ
②家族への配慮や助言

３　的確な看護判断と適切な看
護技術の提供
①科学的根拠（知識）と観察に基
づいた看護技術の必要性の判断
②看護技術の正確な方法の熟知
と実施によるリスクの予測
③患者の特性や状況に応じた看
護技術の選択と応用
④患者にとって安楽な方法での
看護技術の実施
⑤看護計画の立案と実施した看
護ケアの正確な記録と評価

Ⅱ 技術的側面
①環境調整技術
②食事援助技術
③排泄援助技術
④活動・休息援助技術
⑤清潔・衣生活援助
技術
⑥呼吸・循環を整える
技術
⑦創傷管理技術
⑧与薬の技術
⑨救命救急処置技術
⑩症状・生体機能管理
技術
⑪苦痛の緩和・
安楽確保の技術
⑫感染防止の技術
⑬安全確保の技術

※Ⅰ、Ⅱ、Ⅲは、それぞれ独立したものではなく、患者への看護ケアを通して統合されるべきものである。

Ⅲ 管理的側面
①安全管理
②情報管理
③業務管理
④薬剤等の管理
⑤災害・防災管理
⑥物品管理
⑦コスト管理

Ⅰ 看護職員として必要
な基本姿勢と態度

①看護職員としての自覚と
責任ある行動
②患者の理解と患者・家族
と良好な人間関係の確立
③組織における役割・心構えの
理解と適切な行動
④生涯にわたる主体的な自己
学習の継続
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